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「支部だより」

昭和35年度日本気象学会東北支部地方会開催について

　本支部学会地方会は昭和35年5月26，27日の両日山形

市あこや荘にて山形，福島地区気象研究会と合同して開

催された．講演題目は総数22，質疑討論も盛んで予定時

間をかなり超過し甚だ有意義な会であったが，気象官署

以外からの出席者は依然として少なく東北大大西教授と

山形国井産婦人科病院国井事務長の2人だけであった．

発表題目および発表者は次のとおりである．

　　　　　　　　　第　1　日

　1．バイメタル日照計とジョルダン日照計とによる

　　　日照時間の相違にっいて　　尾花沢　名和　藤男

　　　　　　　　　　　　　　　（代読）長谷川安利

　2．　月の北偏南偏時における福島の低温にっいて

　　　　　　　　　　　　　　　　福島　小林　善博

3．　イソプレット解析による週期現象の掴み方にっ

　　　いての一提案　　　　　　　　山形　川添　信房

　4．　6ケ月を隔てた天気（気温）の対照的変化にっ

　　　いて　　　　　　　　　　　尾花沢　長谷川安利

　5・福島県における水稲収量分布の特性について

　　　　　　　　　　　　　　　　福島　梅田　三郎

　6．　ユーラシヤ大陸上の循環解析　仙台　渡辺　正雄

　7．濁川の水害にっいて　　　　　若松　大野　栄寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本　公司

　8・　山形県における水害時の災害量の予想にっいて

　　　一注：警報基準のための資料一

　　　　　　　　　　　　　　　　山形川添　信房

　9．酒田における冬の季節風の分類について

　　　　　　　　　　　　　　　　酒田　組谷　幸雄
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小名浜および付近の南風について

　　　　　　　　　　　　小名浜　小曾納　昭

福島県沿岸の波浪について小名浜中来充
小名浜における初動の調査　小名浜　浜名　　広

会津の霧にっいて　　若松湯浅健
　　　　　　　第　2　日

新庄における雪の予報　　　　新庄　佐藤善三郎

山形県における県平均及び小予報区平均日雨量

の客観的予想報にっいて　　　山形　大江謙三郎

雷予報に関する調査　　　　　福島　三瓶　次郎

1959年7月22日山形県西部に発生した局地性豪

雨の主としてメソ解析にっいて

　　　　　　　　　　　　　山形　島田　守家

局地性豪雨，強雷雨，降霊の際のメソ天気図

　　　　　　　　　　　　　山形　島田　守家

出産率と気象　　　　　　国井病院　国井　幸次

雪面における熱収支に関する研究

　　　　　　　　　　　　　仙台　吉田　作松

大鳥川の流出にっいて　　　　荒沢　三矢　　弘

中小河川の出水予報について　新庄　佐藤　義正

　今回発表は論文は大部分局地気象の調査研究であるが

発表者の予報関係者が多いので予報的立場から研究して

いるものが多い．水文気象，長期予報に関するものは共

に2，3編あり，地震については1編だけで，地方会と

しては今回珍らしく国井氏より出産率と気象と云う衛生

気象の問題が発表された．　　　　　　　　（藤沢記）

気象の英語（24）
　26．　　the　same．

　sameは“同じ”または“同じもの”という意味で，

ものを限定するから，どんな場合でも常にtheがつく．

“～同じ”という時には，　“the　same～as～”または

“the　same～that～”が使われるが，前老は同一種類

のものを表わすとき，後者は全く同一のものを指す時に

使われる．たとえば
　　He　was　given　the8ame　watch　a8yours．

　　　＝・彼は君と同じ（種類）の時計をもらつた・

　　That　is　the　sεme　watch　that　yon　lost．

　　　＝それは君がなくしたのと同一の時計だ．
　　That　is　the　same　watch　as　yon】ost．
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　　　＝それは君がなしたのと同じ（種類）時計だ．

しかし・“彼も君と同じ気象台で働いている”という

時，

　　He　works　in　the8ame　meteorological　observa－

　　　tory　th£t　you　do．

または

　　He　works　in　the　same　meteorological　observa－

　　　tory　a8yOU．

とい、

　　He　works　in　the　same　meteorological　observa＿

　　　torythatyou．
とは云わない．　（192頁にづづく）

、、天気”乳6．

、
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日本気象学会第11期役員改選の結果

　本日開票の結果，総投票数，各会員の得票数は下記の

通りです．

1・　常任理事

投票総数　765票 有効投票749票
　　　　地方別得票数

難整東北関東関西九州解

〔関東地区〕

当選有住　直介

〃　畠山　久術

〃　正野　重方

〃　岸保勘三郎

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

今井

吉武

神山

淵

根本

磯野

松本

桜庭

和達

次点藤田

〃　吉野

一郎

素二

恵三

秀隆

囎
謙治

誠一

信一

清夫

敏夫

正敏

2．　地方理事

699

691

677

676

665

665

654

652

642

604

530

521

509

455

384

投票総数

　当選

　〃

　次点

46

49

48

45

44

44

43

44

41

46

32

29

26

28

30

71

72

67

76

75

67

70

69

65

59

57

64

60

50

38

276

264

260

258

258

268

250

253

249

245

200

181

174

180

158

218

217

214

214

204

206

207

198

213

178

179

170

173

155

112

〔北海道地区〕

　投票総数　　51票　　　有効投票　　40票

　　当選　　山岡　　保　　25票

　　次点　　なし

〔東北地区〕

投票総数　　81票　　　有効投票　　42票

　　当選　　内海徳太郎　　19票

　　次点　　なし
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〔関西地区〕

投票総数

　当選

　〃

　次点

292票
藤田　兼吉

堀内　剛二

なし

234票

西本清吉

大谷東平
なし

〔九州地区〕

投票総数　　85票

　　当選　　倉石　六郎

　　次点　　なし

5．　監

　投票総数

事

765票

有効総数　292票

262票

246票

有効投票　229票

179票

116票

有効投票　　81票

　78票

有効投票　　749票

　　地方別得票数

難薪東北関東関西九州融

当選高橋浩一郎　691

〃　増田　善信　648

次点　なし

48

42
74267218777
74　　253　　200　　　75　　　4

＊注

1・　地方別得票数欄の中で「その他」は，昭和35年3

　月1日現在の所属地方区に該当しなかつた投票で

　す．これらの投票は常任理事及び監事の票にっいて

　は有効としました．

2・　上記の結果は，定款細則6条により役員に就任す

　る資格を持った会員名及ぴ得票数のみです．

　昭和35年5月18日

　　　　　　　　　日本気象学会選挙管理委員会

（186頁からつづく）この理由を書いたものは見ないが，

私の想像では，thatは典形的な関係代名詞なので，the

の後に名詞または代名詞だけを置くということができな

いためだと思う．とにかく後の文の述部を省略する場合

には，同一物でも同一種類でもいつでもasを使うわけ

である．次に一例をあげる・
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　　In　a　critical　review　of　the　electric　field　theory

　Chapman（1952）writes　that　the　field　in　the　beam

　cannot　be　more　than10－6gauss．This　value　is　ob・

　tained　under　the　assumption　that　the　field　in　the

beam　is　the　same　as　the　solar　dipole丘eld　at　the　dis－

tance　of　the　earth．（H．Alfv6n）　（次号につづく）

、天気”7．6．


